
平成２７年度全国学力・学習状況調査 
＜長崎県の結果の概要＞ 

 

Ⅰ 調査の概要 
 
１ 目 的 
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校におけ

る児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を

通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 実施対象 
 県内国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象とする。 

○ 小学校調査…小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年 

○ 中学校調査…中学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年 

 

３ 調査内容  
（１）教科に関する調査 

  ○国語、算数・数学 

…主として「知識」に関する問題をＡ問題、主として「活用」に関する問題をＢ問

題として調査 

○理科 

…主として「知識」に関する問題と主として「活用」に関する問題を一体的に調査 

主として「知識」に関する問題 主として「活用」に関する問題 

身に付けておかなければ後の学年等の学

習内容に影響を及ぼす内容や、実生活にお

いて不可欠であり常に活用できるようにな

っていることが望ましい知識・技能などを

中心とした問題 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活

用する力や、様々な課題解決のための構想

を立て実践し評価・改善する力などに関わ

る内容を中心とした問題 

 

（２）質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸

側面等に関する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育

条件の整備の状況等に関する調査 

 

４ 調査期日  平成２７年４月２１日（火） 
 
５ 調査実施校数及び児童・生徒数 
（１） 実施校数 ５２１校（調査対象者の在籍する学校の総数 ５２１校） 

（小学校：３４４校、中学校：１７７校） 

 

（２） 参加児童・生徒数 
○ 小学校６年生  約１２，０００人 

○ 中学校３年生  約１２，２００人 



１　平均正答率

　＜県全体（公立小・中学校、県立中・特別支援学校）＞

本　県 全　国 本　県 全　国

国 語 69.0 70.0 64.1 65.4

算 数 74.0 75.2 43.5 45.0

理 科 58.8 60.8

国 語 75.5 75.8 66.0 65.8

数 学 64.1 64.4 40.3 41.6

理 科 51.6 53.0

　＜県立中学校（３校）の平均＞

本　県 全　国 本　県 全　国

国 語 94.4 75.8 84.3 65.8

数 学 91.1 64.4 78.6 41.6

理 科 80.9 53.0

＜参考＞ 平成２６年度の調査結果（公立小・中学校、県立中・特別支援学校）

本　県 全　国 本　県 全　国

国 語 71.9 72.9 53.5 55.5

算 数 78.0 78.1 57.2 58.2

国 語 79.0 79.4 49.8 51.0

数 学 66.9 67.4 59.2 59.8

※数値はすべて文部科学省が公表したデータによる。

小学校

Ｂ問題（活用）

※理科は、Ａ問題、Ｂ問題を一体的に出題
するため、Ａ問題・Ｂ問題の区別はない。

※理科は、Ａ問題、Ｂ問題を一体的に出題
するため、Ａ問題・Ｂ問題の区別はない。

Ⅱ　全国学力・学習状況調査「結果の概要」

校　種 教　科
Ａ問題（知識）

教　科

教　科

校　種

中学校

※理科は、Ａ問題、Ｂ問題を一体的に出題
するため、Ａ問題・Ｂ問題の区別はない。

中学校

Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用）

小学校

Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用）



２ 結果の総括 
◇ 例年、調査をしている国語、算数・数学では、全体的な傾向として、小・中学校と
もに、ほぼ昨年度と変わらない状況にある。しかし、Ｂ問題については、国語にお

いて改善傾向が見られ、中学校では全国平均を上回った。 
 ◇ 小・中学校とも、文章記述を要する問題に課題が見られる。 
 ◇ 規範意識は高く、基本的生活習慣は身に付いている。 
 
 
３ 各教科の状況 

○：改善や定着が図られている傾向にある事項  ●：課題となる事項 
     （  ）内は問題の番号 
＜小学校国語＞ 
○学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むこと（Ａ１） 
○具体的な事例を挙げて説明する文章を書くこと（Ａ４） 
○目的に応じ、中心となる語や文を捉えること（Ｂ２一イ） 
●新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉えること（Ａ５二） 
●目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書くこと（Ｂ１三） 

 
＜小学校算数＞ 
○整数の加法（A２１） 
○式で表現された数量の関係を図と関連付けること（A８） 
●円の中心と円周上の二点を頂点とする三角形が二等辺三角形になる理由として、円

の特徴を選ぶこと（Ａ５１） 
●２０%増量した商品の内容量が４８０ｍLのとき、増量前の量を求めること 
（基準量、比較量、割合の関係を捉え、基準量を求めること）（Ｂ２２） 

 
＜小学校理科＞ 
  ○示された実験器具（メスシリンダー）の名称を正しく表すこと（３４） 
●水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラフから、水の温度が下がった時に出

てくる砂糖の量を求め、その根拠を示すこと（３６） 
●顕微鏡の適切な操作方法を身に付けること（２４） 

 
＜中学校国語＞ 
〇手紙の書き方を理解して書くこと（Ａ９六） 
〇登場人物の言動の意味を考え、内容を理解すること（Ａ３三） 
〇状況に応じて、資料を活用して書くこと（Ｂ１一） 
〇表現の工夫について自分の考えをもつこと（Ｂ３二） 
●単語の類別について理解すること（Ａ９四②） 
●複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くこと（Ｂ２三） 

 
 
 



＜中学校数学＞ 
○空間において直線と平面が垂直であることについて理解すること（Ａ５１） 
○反比例のグラフの特徴を理解すること（Ａ１０１） 
○中央値を求めること（Ａ１４１） 
●連立二元一次方程式をつくること（Ａ３３） 
●式を基に、２つの数量の関係が比例であることを判断すること（Ｂ６１） 

 
 
＜中学校理科＞ 
  ○背骨のある動物の名称を、セキツイ動物と表すこと（８１） 
  ○塩化ナトリウムの正しい化学式を選択すること（１１） 
  ●電磁誘導を利用した技術の仕組みを示す場面において、指定された言葉を用いて説

明すること（５２） 
  ●新たな疑問から、適切な課題を設定すること（７３） 
 
 
４ 質問紙調査の状況 （○：良い状況  ●：改善を要する状況） 
＜学習状況・生活習慣等の調査結果について＞ 

○「人の気持ちが分かり、人の役に立つ人間になりたい」「いじめはどんな理由があっ

てもいけない」と思っている児童生徒の割合は、昨年度までと同様に非常に高い。 
○「朝食を毎日食べる」など基本的生活習慣が確立されている児童生徒の割合は高い。 
○「携帯電話やスマートフォンの使用が１時間未満」の児童生徒の割合は、全国平均

を上回っており、かつ、中学生においては、昨年度よりも増加している。 
●「月～金において、授業以外に２時間以上の学習」をしている中学生の割合は、全

国平均を下回っている。 
●「テレビゲームの使用が１時間未満」の児童生徒の割合は、全国平均を上回っては

いるが、年々減少傾向にある。 
●「授業のはじめに目標が示されている」「授業の最後に学習内容を振り返る活動が行

われた」という児童生徒の割合が、小学生では全国平均を上回っているが、中学生

では下回っている。 



【道徳性や規範意識】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 95.0 本県 94.9 本県 96.4 本県 96.4

全国 94.4 全国 93.9 全国 95.3 全国 94.9

本県 95.5 本県 95.4 本県 95.6 本県 95.7

全国 94.0 全国 93.7 全国 94.0 全国 93.7

本県 97.2 本県 97.4 本県 95.2 本県 95.8

全国 96.4 全国 96.2 全国 93.4 全国 93.7

【基本的な生活習慣など】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 85.8 本県 88.7 本県 66.2 本県 77.2

全国 82.0 全国 86.3 全国 71.5 全国 79.7

本県 73.7 本県 77.5 本県 50.4 本県 58.7

全国 71.9 全国 75.3 全国 53.3 全国 59.3

本県 77.6 本県 80.1 本県 68.1 本県 71.4

全国 80.1 全国 82.0 全国 72.0 全国 74.3

本県 80.3 本県 82.8 本県 72.8 本県 72.0

全国 79.6 全国 81.0 全国 71.5 全国 71.6

本県 本県 87.0 本県 本県 65.9

全国 全国 87.9 全国 全国 66.8

本県 96.2 本県 96.2 本県 95.4 本県 95.4

全国 96.0 全国 95.6 全国 93.5 全国 93.5

本県 65.3 本県 67.3 本県 32.5 本県 33.9

全国 62.0 全国 62.7 全国 35.1 全国 35.7

本県 13.5 本県 14.7 本県 16.4 本県 16.7

全国 14.1 全国 15.4 全国 16.2 全国 16.6

本県 52.8 本県 52.7 本県 51.9 本県 51.6

全国 45.2 全国 45.3 全国 43.5 全国 42.0

本県 88.9 本県 86.9 本県 60.9 本県 62.4

全国 84.9 全国 83.1 全国 52.0 全国 52.1

・斜線の年度は、その項目の調査なし
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調査項目

小　　学　　校

1 人の気持ちが分かる人間になりたい

2 人の役に立つ人間になりたい

3

+2.4

2 +2.2

3

4

授業の最後に学習内容を振り返る活動を
よく行っていたと思う

国語の授業の内容はよく分かる

5 理科の授業の内容はよく分かる

算数（数学）の授業の内容はよく分かる

毎日朝食を摂取

8

9

7
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+3.8
授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が
示されていたと思う
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+1.3
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調査項目

中　　学　　校小　　学　　校

+8.4 +9.6

-1.8

+0.2 +0.1

-0.9

+8.9 +10.3+4.0 +3.8

+0.6

授業以外に１時間以上（中学校は２時間
以上）の学習をしている（月～金）

テレビやビデオ、ＤＶＤの視聴時間が１時
間未満（月～金）

テレビゲームの使用が１時間未満（月～
金）

携帯電話やスマートフォンで通話やメー
ル、インターネットの使用が１時間未満
（月～金）

平成２７年度　小学６年生・中学３年生の学習状況・生活習慣等の調査結果
（全国学力・学習状況調査　質問紙調査項目　８７項目からの抜粋）

中　　学　　校

+1.5

いじめはどんな理由があってもいけない +2.1

+0.6

+0.8

+1.5


